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保育

ルールのある遊びを通して5歳児の人とかかわる力を育む

1 研究の目的と背景

近年，子どもたちを取り巻く社会環境は，激し

く変化をし続けている。森上（1997）は， 「近年，

子どもの数が減少し一人っ子が増えてきている。

その為，核家族が多い現代社会において人間関係

が重層化されず，子どもたちは親と子というシン

フ。ルな関係の中で、の生活を送っているのである。

そのような環境の中，大人との関係においてはあ

まり問題がないのに，新しい場での子ども同士の

かかわりや会話になると途端に緊張が増し，子ど

もが子どもを怖がる姿が見られるようになって

きている。このように人間関係が漂白化されつつ

ある社会的背景を憂え人間関係が衰退してきて

いるのである」 1）と述べている。さらに，社会環

境が変化すると同時に子どもたちの遊び方も変

わってきている。大野木（2009）は， 「子どもた

ちは遊んでいないわけではない。遊びの変質とい

うか， 1人でも遊べるような社会装置が，子ども

たちの遊びを変えてしまったのである。「消費者」

としての子どもは，コミュニケーションのあり方

までも変えてしまう。自己主張の最たる「ケンカ」

を，遊びの中で見ることは少なくなった。しかも

そうした変質は，子どもの側からっくり出された

ものではなく，大入社会が，時には「子どものた

めJ，時には「安全のため」，時には「おとなし

くさせておくためJに与えたものである。 J2）と

述べている。

以上のように，子どもたちを取り巻く社会環境

の変化とそれに伴う遊びの変質のため，子どもた

ちの人とかかわる力を育む場が次第に少なく

なってきている。

実際の本園の5歳児の4, 5月頃の子どもの姿
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は，自分のやりたい遊びに夢中になって遊ぶ子ど

もの姿は見られるものの，友だちと一緒に遊ぼう

と思った時には，思いはあるが上手く伝わらな

かったり，相手の思いと自分の思いに折り合いを

つけられなかったりすると遊びが盛り上がらず，

すぐに違う遊び、に移ってしまったりする姿が見ら

れた。また，友だちに対する思いがあるものの一

方的になりすぎてしまい 思いが相手に伝わらな

い姿も見られていた。このような姿から筆者は，

自分の思いを最後まで諦めずに相手に伝えたり，

相手の思いを受け入れて折り合いをつけたりしな

がら，友だちと一緒に遊びをすすめていくことの

楽しさが感じられる子どもに育ってほしいと願っ

た。

そこで本研究では，友だち同士のかかわりが生

まれる遊びの中でも，特に5歳で育んでいきたい

協同性や道徳性の芽生えをベースに人とかかわる

力を育んでいけるであろう“／レールのある遊び”

に着目した。このルールのある遊びを通して5歳

児の人とかかわる力を育んでいくために必要な教

師のかかわりとは何かを明らかにすることを目的

とする。

2 5歳児の人とかかわる力とは

幼児期の子どもたちは，友だちと一緒に活動す

る中で，友だちと一緒に遊ぶ楽しさを感じたり，

また思いの違し、からぶつかってしまったり，葛藤

したりすることで，自己の存在を確認し，他者と

自己の違いに気づいていくようになる。こうした

経験を積み重ねていくことで，やがて他者という

存在を意識し，心を通わせたり自己を抑制したり

することによって，友だち関係が深まり，人とか
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かわる力が育っていくのである。

このような様々な体験を通して育まれる人とか

かわる力は，幼児の社会性や情緒の発達，興味・

関心等の知的な面の発達へとつながり，友だちと

のかかわりをより高めていくために大切なもので

あると考える。

以上のことを踏まえて，本研究での5歳児の人

とかかわる力が育まれていると思われる子どもの

姿を，現段階では次のように捉えている。

－自分の思いを相手に分かるように伝えた

り，相手の思いに気づいたりする。また，

相手の思いと折り合いをつけながら，受け

入れる。

・相手の様子を見て，相手のことを考えて行

動することができる。

3 ルールのある遊びについて

ノレールのある遊びといっても，遊びの中には

様々なルールのある遊びが存在する。そこで，本

研究で、のルールのある遊びとは，主にゲーム性の

ある遊びゃ集団遊びを中心とする。

子どもたちにとってゲーム性のある遊びや集団

遊びは，人とかかわる楽しさや友だちとやりとり

をしながら遊びを進めていく面白さを感じたり，

さらには友だちと一緒に遊びを進めていくことで

コミュニケーションや遊びのルールの必要性を実

感したりする活動である。

さらに，友だちと一緒にルールを守りながら遊

んでいく中で，自我を抑制しコミュニケーション

を取り合うことで，協同性や道徳性の芽生えが育

くまれていくのである 3）。この協同性や道徳性の

芽生えが5歳児の子どもたちの人とかかわる力を

育むうえでのベースになると考える。

そこで本研究では，これらのルールのある遊び

を中心に研究を行うこととする。

4 研究の方法

(1)対象児

年長組5歳児21名（男児 12名女児9名）

(2）期間・場面

平成27年7月～12月

好きな遊びやまとまった活動の中での，ルール

のある遊びをしている場面

(3）方法

／レーノレのある遊びに焦点を当て， 5歳児の人と

かかわる力が育まれていると思われるエピソード

を記録する。そのエピソードを，子どもの姿と教

師のかかわりを中心として分析を行い，ルールの

ある遊びを通して5歳児の人とかかわる力を育む

にあたって，教師のかかわりとして適切で、あった

かを検証し，ルールのある遊びを通して育む5歳

児の人とかかわる力とその為の教師のかかわりと

は何かを明らかにする。

5 実践事例

実践例1 へびじゃんけん（9月下旬）

＜背景＞

好きな遊びの時間lこA児が「へびじゃんけんし

ょー！ Jと教師に声をかける。その後， A児と教

師で近くの友だちに声をかけ， 8人の男児と女児

でへびじゃんけんをすることとなった。

① 「一緒の人数にした方がいいんよ！」

「じゃあ，みんな集まったけん，男と女に分か

れてチームにしようや」とA児が言う。そばにい

た友だちは， 「し、いよーJと全員一致で，男の子

チームと女の子チームに分かれて勝負をする。こ

の時，男の子5人と女の子3人のチームに分かれ，

しばらく繰り返し遊んでいる。すると「先生～，

女の子のチームすぐ走らんといけんJと楽しそう

だが少し疲れた表情で， A児が言う。「そっか一。

すぐまわってくるけ，走らんといけんね～。どう

しょっかね～j と教師がA児になげかける。 A児

ヮ“zu 
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は「んんー」と言ってしばらく考える。 「あ，そ

うよ，先生が女の子のチームに入ったらいいじゃ

ん」とA児がひらめいたように言う。「ねえねえ，

みんなー。ちょっと聞いて！先生，こっちのチー

ムに入っていーい？」とA児が遊んでいる友だち

に尋ねる。 「し、ーよj と周りにいる友だちが答え

る。それを聞いて教師は「先生は，今日はちょっ

と入れんのんよ。この後， 00ちゃんに呼ばれて

て，後で行くねって約束したんよ」と答える。「え

えー。じゃあ，どうするんよ」とA児は不満そう

に言う。 「そーよね。みんな，どうしたらいいと

思う？Jと教師がみんなに尋ねる。するとB児が

「じゃあ，男の子チームの方が多いけ，移動した

らいいんじゃない？」と言う。 「あ，そーよ。一

緒の人数にした方がいいんよ」とA児も言う。

「あー！なるほどね！一緒の人数にしたら，し、し、

かもね」と教師も言う。それを聞いたB児は，「え

えー。でもさー，誰が移動するんよーJと嫌そう

な表情で言う。この時，男の子チームは勝ってお

り，男の子はみんな，あまり移動したくない様子

である。 「んん一。どうしょうかねえ。困ったね

え」と教師も一緒になって困った表情をする。す

るとC児が「じゃあ，ぼく， Aちゃんのチームに

入る！ Jと言い， C児が移動する。みんなは，ほっ

とした表情になり，「Cくん，ありがとう」とA児

が言う。 C児は，すごく満足そうな顔をし，また

ゲームを再開する。

【考察】

A児の「先生～，女の子のチームすぐ走らんと

いけん」としづ言葉から， A児はへびじゃんけん

を繰り返しやっていく中で，人数が少ないと順番

が早く回ってくるのだということに気づいたのだ

と考える。 A児は疲れずに楽しく遊ぶために教師

を呼び，人数を増やして解決をしようとしたが，教

師は友だちと一緒に遊びをすすめてほしいと考え

たため，遊びには入らなかった。

A児の思いを一緒に遊んでいる友だちと考える

場をつくることで，自分たちで遊びをすすめてい

く楽しさが感じられる姿へとつながったと考える。

図1 へびじゃんけんをする子どもたち

② 「移動してくれる？」

教師は「どうしたん？Aちゃん？」と尋ねる。

するとA児は， 「Aちゃん，この遊びやめたいん

よ」と因った表情で答える。 「ふーん。そうなん

だ。何で，やめないの？Jと教師がさらに尋ねる。

「だ、って， Aちゃんがやめたら，こっちのチーム

が2人になるけん，大変なんよ」とA児が答える。

「そっかー。人数が少なくなるけん，大変なん

かー。みんなにそれ言ってみた？」と教師が言う。

「ううん。まだ言つてなしリとA児が答える。「み

んなに言ってみたら？Jと教師が言う。 A児は「う

ん」と答え，みんなに言おうとするが，少し臨時

し，教師の顔をチラっと見る。教師は何も言わず，

うなずく。すると「ちょっとみんな聞いてー！」

とA児がみんなを呼び止める。 「なになに？Jと

遊んでいる友だちが集まってくる。 A児はまた教

師の方をチラっと見る。教師はまた何も言わず，

うなずく。 「あのね， Aちゃん，もうやめたいん

だけど，やめてもいーい？」とA児が尋ねる。「う

ん。いいよ」と B児があっさりと答える。それを

聞いたA児は，少し不思議そうな顔をする。 「で

もね， Aちゃんがやめたらね，こっちのチームが

少なすぎるけん，だれかこっちのチームになって

くれん？じゃないと， Dちゃんがかわいそうじゃ

けんjとA児が言う。 「ああー。だ、ったらいいよ。

おれ，こっちのチームでもいいもんj D児が答え

る。 「ゃった！！じゃあ，やろう！ JとD児は嬉

しそうに言う。 A児もほっとしたような顔をし，

嬉しそうに次の遊び場へと移動する。
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【考察】

A児は，事例の①での経験から，へびじゃんけ

んという遊びは，人数が少ないチームの方が，順

番が早く回ってきて疲れてしまうということを学

んでいる。その為，遊びを抜けたい自分の思いと

一緒に遊んでいた友だ、ちの思いとで葛藤していた

のだと考える。

教師がA児の思いを理解し，見守ることで， A

児は自分の思いを友だちに伝え，さらにチームを

移動してもらうように頼む姿につながったのだと

考える。

実践例2 かごめかごめ（10月）

＜背景＞

かごめを5～6人の男女がやっていた。何度も

繰り返しするが，なかなか順番が回ってこないD

児。だんだんと，自分に回ってくるように早く歩

いたり，遅く歩いたりする。次第に，みんなで手

をつないで、作った丸い輪が崩れてくる。

① 「よかったね」

「ねえねえ， Dくん，そんなに引っ張らんとい

てや」と少しムッとした表情でいう E児。 「引っ

張つてないし」とD児も怒ったように答える。し

ばらくすると今度は， F児が「ねえ，手が痛い」

と小さな声でD児にいう。それを聞いたA児が「あ

たりたいけんって，早く行ったりしたらダメなん

よ」とすかさずD児にいう。 D児はずっと黙って

いる。教師が「Dくんにも何か思いがあるんだよ

ね？どうしたかったん？」と尋ねる。するとD児

が「だって，おればっかあたらんじゃんか！」と

怒ったように答える。 「そっかー。 Dくん，なか

なかあたらんかったけ，中に入ってみたかったん

よね」と教師が答える。それを聞いたE児が「で

も，自分がやりたいけんってひっぱたりしたらだ

めよ。だ、って， Eちゃんだってまだあたってない

んじゃけん」と答える。 「そっか一。そーだよね。

Dくん以外にもまだあたってない人いるんだねJ

と教師が答える。するとA児が「何回もしょった

らたぶんあたるよ！」と言う。だんだんと怒って

いたD児の表情が晴れてくる。教師が「そーだね。

じゃあ，もう一回やってみる？」と教師が全員に

尋ねると同時に，かごめを再開する。

しばらくすると， D児が輪の中に入れるように

なり，嬉しそうな表情をする。「よかったじゃん！

やっとDくんあたったね」と教師も一緒になって

喜ぶ。一緒に遊んでいた子どもたちも嬉しそうな

表情で喜んでいるD児の姿を見ている。

【考察】

D児は，かご、めかご、めのルールを分かつている

が，なかなかあたらないことに面白くないと感じ

ており，さらに周りの友だちに言われることで，

面白くないという思いが増していると捉えた。そ

の為， D児が自分の思いを言葉で出せるように教

師がきっかけを作り，その思いをしっかりと受け

止めることで，それまでD児の行動に否定的にと

らえていた周りの子どもたちも， D児の思いを受

け止める姿へとつながったと考える。

図2 かごめかごめをする子どもたち

実践例3 ドッチボール遊び（11月）

＜背景＞

クラスの中でドッチボールが流行りとなり，友

だちを誘い合って遊ぶ子どもの姿が増えてきた。

ある日， C児がなかなか自分にボールが回ってこ

なし、からと，相手チームのボールを，陣地を越し

て取りに行ってしまう。
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① 「これ，ぼくのボール！』

「ねえねえCくん，これAちゃんたちのチーム

のボールよ！ JとA児が言う。 「違うもん。ボー

ルとったのは，ぼくだもん！ JとC児はルールを

分かつていながらも答え，ぷいっと逃げようとす

る。 「だめよ！そんなことしたら，ゲームになら

んじゃん」とA児がさらに言う。すると「だ、って，

Cくん全然ボール回ってこんし。面白くなし、！僕

が取ったから，これ僕のボール！ Jと言い， ドッ

チボールをしていた場から逃げる。その様子を教

師は少し離れたところで、そっと見守る。子どもた

ちはC児についていき，ボールを返してもらうよ

うに言うが， C児は返さない。教師が「Cくん，

どうしたんかな？みんな困っているよJと尋ねる

と「だ、って！・・・j とすごく怒った表情で回りを見

渡す。すると片付けの音楽がなってしまう。「あー

あ。そんなことするけ，片付けの時間になったじゃ

んか。これじゃあ，面白くない。もうし、し、」とA

児が言いながら，諦めて教室に戻ろうとする。そ

の姿を黙ってC児は見ている。

その後，保育室に全員が戻ってくると「ねえね

え，さっきドッチボールで遊んで、いたんだけど…

困ったことがあったんだよね」と言い， A児， C

児ともに，ボールを取られたこととボールがなか

なか回ってこなくていやだ、ったことの話をする。

「こうしづ場合，どーする？困ったよねー.Jと教

師がつぶやくように，クラスに投げかける。それ

を聞いたF児が「じゃあ，外の人は外の人で，ボー

ルを取った後に投げる順番決めるのがいんじゃな

い？」と答える。 「ああー！なるほどね！ Jと教

師も驚いたように答える。するとA男が「じゃん

けんで順番決めて，交代で、なげたりしたらいんよ」

と答える。すると， A児もC児も表情が少し晴れ，

納得した様子である。それを見た教師が「なるほ

どね！二人ともいいアイデアだね！それだった

ら，みんなどうかな？」と教師が尋ねると「し、い

ね！」とA児もC児も口々に言う。

後日でのドッチボールしているときには，ボー

／レを投げていないと思うと自分から「次は投げさ

せて」とお願いをしたり，友だちがあまり投げて

いないことに気づくと「ボール投げてないけ，投

げていいよ」とボールを譲ったりするなど，周り

の友だちを意識しながら遊ぶようになる。また，

隣のクラスの友だちにも，伺じように教える姿が

見られる。

【考察】

C児は，なかなか自分がボールを投げることが

できないことに我慢ができず，ルールはわかって

いるものの，ボールを取ってしまった。

このドッチボーノレでのトラブルをクラス全体の

場で取り上げて話をすることで，当事者だけの問

題にするのではなく，クラスのみんなでどうした

ら楽しく遊べるかを考えるきっかけづくりをした。

そうすることで，その後のドッチボールをする

中で，相手のことを考えてボールの受け渡しをす

る姿や隣のクラスの友だちに教える姿につながっ

たのだと考える。

6 実践を終えて

実践を積み重ねる中で，ルーノレのある遊びを通

して5歳児の人とかかわる力を育むために必要な

教師のかかわりについて，次のようなことが大切

だと考える。

(1)どうしたらいいかを考えられるきっかけをつ

くる教師のかかわり

実践例1の①，実践例3より，遊んでいる中で

／レールと自分の思いとのはざまで葛藤をしている

子どもの思いを一緒に遊んでいる友だちと共有で

きるようなきっかけをつくることで，どうしたら

みんなが楽しく遊べるかを考える姿につながった

のだと考える。

このようにどうしたらしW、かを一緒に遊んでい

る友だちゃクラスの友だと共に考えられるきっか

けをつくることで，自分の思いと周りの状況や周

りの友だちとの思いに折り合いをつけていくこと

ができるようになるのだと考える。
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(2）安心して自分の思いを伝えられる教師のかか

わり

実践例1の②にあるように，周りの状況に気づ

いているが，そのためになかなか自分の思いを一

緒に遊んでいる友だちに伝えにくそうにしている

A児の姿が見られた。そこで，教師がA児の思い

をしっかりと受け止めながらも，自分の言葉で周

りの友だちに伝えられるように見守ることで，何

度も教師の方を見ながらも自分の思いを友だちに

伝える姿が見られた。勇気を出して伝え，それを

周りの友だちにも受け止めてもらえることで，自

分の思いを伝えるだけではなく，一緒に遊んでい

る友だちのことを考えて「でもね， Aちゃんがや

めたらね，こっちのチームが少なすぎるけん，だ

れかこっちのチームになってくれん？じゃないと，

Dちゃんがかわいそうじゃけん」と伝えるA児の

姿につながったのだ、と考える。

このように，自分の思いを言葉で相手に伝え，

それを受け止めてもらう経験を積み上げていくこ

とが，やがて自分だけではなく相手のことを考え

て行動できる姿につながるのだと考える。

(3）自分の思いと周りの状況や相手との思いの葛

藤を見守る教師のかかわり

実践例1の②でのA児は，実践例 1の①の経験

を踏まえて自分のやめたい思いと周りの状況に気

づいている姿や実践例2のD児のなかなか当たら

ずにモヤモヤとしている様子を教師はすぐに気づ

いていたが，すぐに声をかけるのではなく，少し

時間をおいて見守ることで，葛藤に向き合う時間

をもたせた。そうすることで，その状況に向き合

い自分なりに考えながらどうしたらしW、か行動し

ようとする姿につながっていったと考える。

こういった葛藤している自分に向き合っている

姿を見守ることで，自分の思いを調整し，自分の

思いと周りの状況や相手の思いに折り合いをつけ

ていけるようになるのだと考える。

(4）友だちと一緒に遊びをすすめていくことの楽

しさが感じられる教師のかかわり

実践例1の①や実践例2より，上手く遊びがす

すめられない状況ができたときに，みんなで一緒

になって考えすすめていけるように支えていくこ

とで，一人では感じることのできない充実感があ

ると考える。

実践例 1の①の満足そうに遊びを再開する姿や

実践例2のD児があたったときにみんなで喜んで

いる姿から，子どもたちが友だちと一緒に遊びを

すすめていくことの楽しさを感じていると考える。

このように自分たちで遊びをすすめていけるよ

うに教師が支えるかかわりは，やがて自分たちだ

けで，折り合いをつけたり相手のことを考えて行

動したりする姿につながるのだと考える。

以上のように研究をすすめる中で，ルールのあ

る遊びとそれを支える教師のかかわりは， 5歳児

の子どもたちの人とかかわる力を育むことに大き

くつながっていることが分かつた。

これは，ルールのある遊びの特’性を生かし，さ

らにそこで育みたい力を教師がしっかりと見極め

て援助していくからこそ5歳児の人とかかわる力

が育まれるのだと考える。

その為にも教師が子どもたち一人ひとりの学び

の視点をしっかりと見取っていきながら，また子

どもたちの思いに向き合いながら援助をしていく

ことが大切だと改めて感じた。

今後は，さらにルールのある遊びだ、けに限らず，

遊びの内容ごとに5歳児の人とかかわる力とその

力を育むよりよい教師のかかわりとは何かを探っ

ていきたい。
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